
一般質問｜議事録 令和7年6月定例会

正式会議録からのテーマ別抜粋 1

学校施設長寿命化
令和7年6月定例会｜該当テーマの発言のみを収録。質問・答弁・再質問の順序と文言を維持しています。

この資料は正式会議録から「学校施設長寿命化」に関係する発言をテーマ別に抜粋したものです。省略部分は他テーマの発言です。

○１０番（崎尾亮介） ［登壇］

次に、日田市学校施設長寿命化計画について質問いたします。日田市において少子化の進行、施設の老朽化、また災害時の

対応強化の必要性を背景に、学校施設の最適化と長寿命化が重要な課題となっています。令和２年度に策定された日田市学

校施設長寿命化計画から約７年が経過し、社会情勢や子供たち取り巻く環境も大きく変化しています。このたび、当該計画

の建築状況と成果、直面する課題を改めて確認するとともに、計画の見直しに当たっての基本方針、財政的持続的可能性、

地域との連携、災害対応力の観点も含め、今後の方向性を確認するため２点、質問いたします。１点目。新聞報道によれば、

近年、公立学校の改修に充てる国の交付金が受けれない事例が全国的に相次いでおり、日田市においても学校施設環境改善

交付金の本年度の公布内示がいまだ出されておりません。こうした中で、今年度、日田市が予定してる学校施設長寿命化計

画の具体的な内容をお示しください。２点目。令和７年度は、次の５か年に向けた計画見直しの節目に当たります。国の内

示の苦慮は、この見直し作業にどのような影響があると見込んでいるかお示しください。

○教育次長（衣笠雄司） ［登壇］

私からは、日田市学校施設長寿命化計画についてお答えいたします。本計画は、市教委が令和２年２月に策定したもので、

学校施設の長寿命化を推進し、トータルコストの縮減と平準化を図るとともに計画的な保全を実施することで、安心安全な

学校施設の維持と多様化する教育環境に対応していくことを目的としております。具体的には、鉄筋コンクリート造の校舎

の場合、５０年から６０年周期で更新が必要となりますが、学校施設の機能や性能の低下を放置することなく、築２０年経

過時点で、現状回復や予防保全的な改修を行うこと、その後も適切なタイミングで長寿命化改修を実施することにより、概

ね８０年程度まで使用可能な状態を維持できるよう計画するものでございます。また、学校施設長寿命化計画の策定は、国

の学校施設環境改善交付金の交付要件とも関係をしており、この交付金を受けるためには、個別施設ごとの長寿命化計画の

策定とその計画に基づき、実施される事業であるかが要件の１つとまいります。そこで、議員お尋ねの本年度の学校施設長

寿命化計画に基づく事業の具体的な内容でございますが、実施する事業は２事業で、小学校では、石井小学校教室棟を予定

しております。教室棟は、昭和５７年に建築された鉄筋コンクリート造４階建てで、５年生、６年生の普通教室及び図工室、

音楽室、理科室などの特別教室のほか、保健室や放課後児童クラブ室を改修する計画でございます。また、中学校では、南

部中学校管理教室棟を予定しており、管理教室棟は、昭和５６年に建築された鉄筋コンクリート造３階建てで、職員室、事

務室、校長室などの管理所室及び理科室、技術室などの特別教室のほか、保健室や相談室を改修する計画でございます。工

事内容といたしましては、屋根の防水塗装や外壁改修及び断熱処理や内部の美装化など、建物の健全化を図る工事を実施す

るほか、照明のＬＥＤ化、トイレの洋式化など、生活環境の改善を図る工事を行う予定としております。両事業とも令和７

年度から令和８年度までの２か年計画で実施を予定しており、国の学校施設環境改善交付金を活用することとしております。

しかしながら、先日の新聞報道等にもございましたように、この学校施設環境改善交付金の不採択が全国の多くの自治体で

相次いでおり、本市におきましても令和７年４月の内示段階では、交付金が不採択となっております。そのため、当初の計

画では、夏休み前の７月には工事に着工する予定でございましたが、現在、国に対し、再度、交付金の追加申請を行ってお

り、今月６月下旬の採択を待っている状況でございます。



一般質問｜議事録 令和7年6月定例会

正式会議録からのテーマ別抜粋 2

○教育次長（衣笠雄司） ［登壇］

次に、国の交付金の内示が遅れることによる長寿命化計画の今後５年間の計画見直しについてどのような影響があるかにつ

いてでございます。学校施設長寿命化計画は、建物ごとの築年数や施設の劣化状況に応じて改修時期の優先順位を設定して

おりますが、策定から５年が経過する今年度に見直しを行う予定としております。計画につきましては、これまで実施して

きた建築基準法等による定期点検の結果や改修実績を参考にしながら優先順位を見直すものでございます。しかしながら、

長寿命化計画に基づく改修工事を実施する際には、学校施設環境改善交付金を活用することから、今回のように交付金の不

採択や見送りがある場合、工事の実施時期が遅れ、計画の実現が延期される恐れがございます。そのため、市内小中学校の

安心安全な教育環境確保の観点から、国及び県においては、必要な予算を確保していただくよう強く求めたいと考えている

ところでございます。私からは、以上でございます。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

次に、学校施設長寿命化計画について再質問させていただきます。国の内示が６月に出なかった場合の対応についてお伺い

します。仮に、６月に内示が出なかった場合、本年度中に予定されている石井小学校及び南部中学校の改修工事はどのよう

な対応になるのか。さらに、翌年度予定されている改修工事についてスケジュールや内容に変更が生じる可能性があるのか、

市の見解をお聞かせください。

○教育次長（衣笠雄司） ［答弁］

私も先ほど登壇で御答弁いたしましたとおり、今年度、予定しております石井小学校、南部中学校につきましては、現在、

追加の交付申請を行っておりまして、今月末ごろ内示予定ということでございますので、今の段階でこの事業がどうなるか

というのが不透明な状況でございますので、まずは、この経過を待ちたいと思っております。

その上でどうなるかと、御案内のとおり、全国的にも要望を通して国のほうも予算確保には努める旨の発言もされたように

聞いておりますので、そういったところも見ながら、どういうふうにするか。まずは、その結果を待ってから判断させてい

ただきたいと思っております。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

仮の話なんですけども、昨今の建設資材や人件費の高騰を踏まえ、今年度の改修予算の一部を用いて例えばトイレの洋式化

など市民、児童生徒にとって直接利便性の高い改修を優先的に進めることも選択肢として個人では考えているところです。

こうした柔軟な予算運用について市の考えがあればお伺いします。

○教育次長（衣笠雄司） ［答弁］

議員のほうから今お尋ねのありました予算の生活改善に関する改修だと思いますけれども、例えばトイレや照明などの設備

の改修につきましては、通常から学校の要望等によりまして小規模な営繕であれば、対応できるものであれば随時、施設営

繕により対応させていただいているところでございます。具体的には普通教室棟の一部屋が照明器具の不具合で、部屋全体

が暗いなどの状況があれば、ＬＥＤ化されていない場合はＬＥＤ化をその部屋だけ先にするとか、和式トイレの一部だけを

洋式化するなどというのは、当初予算で御議決を頂いております学校の管理運営費ですとか、施設営繕工事費のほうから柔

軟に対応させていただいていることもございます。また、全体的に、トイレの洋式化ですとか、ＬＥＤ化をする場合は、１

個当たりも大体数千万円かかることが多うございますので、こういった場合には、先ほどからお話が上がっております学校

施設改善交付金を活用して実施したいと考えておりますことから、大規模改修等々を併せて工事をさせていただいておりま

すし、学校によりましては、大規模改修はまだ随分先という場合には、個別に全体をするということを計画を立てて随時、

実施をしていくということにしているところでございます。
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○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

本計画は、コロナ禍以前に作成されたものであり、当時の出生数予測と現在の実態には大きな乖離があると感じております。

こうした状況を踏まえ、今年、学校施設長寿命化計画を見直す年ということですが、その見直しの中で、学校規模の適正化

についても検討する予定があるのか、市の方針をお聞かせください。

○教育次長（衣笠雄司） ［答弁］

今、議員のほうからお尋ねがありました学校規模の適正化につきましては、昨年９月の議会でも御答弁させていただきまし

たとおり、児童生徒数の減少が著しい状況もありますことから、教育環境整備の検討を行う時期に来ているのではないかと

いう認識はございます。また、同議会のほうで、局長のほうからは御答弁させていただいた中に、統廃合を含む教育環境整

備につきましては、相応の時間をかけて保護者ですとか、地域の方々に説明や十分な御意見をお聞きする時間が必要である

というふうにも考えておりますことから、相応の時間が必要であるというふうに認識しております。一方で、児童生徒の安

心安全な教育環境を確保するためには、しっかりと計画的に施設の予防保全等を行っていく必要がありますので、まずは、

この視点に立って長寿命課計画は進めてまいりたいというふうに考えております。

○１０番（崎尾亮介） ［意見・提案］

今回の質問で申し上げたいのは、単なる学校の統廃合や再編といった学校規模の適正化ではなく、地域共生、防災拠点とし

ての機能を有するような多機能化の視点を重視した施設配置を実施する学校施設の適正化について今後、議論すべき時期が

来ていると考えております。防災拠点として考えた場合、周辺インフラの整備も必要となります。市としても多角的な視点

から検討を進め、学校施設が様々な形で利活用されることを期待しております。


